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5
年
春
の
北

陸
新
幹
線
の

開
業
後
に
は

上
越
地
域
へ

の
来
訪
者
が

85
万
人
増
え
、

新
潟
方
面
は

71
万
人
減
少

す
る
と
い
う

調
査
結
果
が

発
表
さ
れ
た
。
今
ま
で
上
越
新

幹
線
を
利
用
し
て
い
た
旅
行
者

が
北
陸
新
幹
線
を
利
用
し
て
上

越
、富
山
、金
沢
方
面
に
シ
フ
ト

し
、
さ
ら
に
2
0
1
6
年
春
の

東
北
新
幹
線
の
函
館
延
伸
に
よ

る
首
都
圏
観
光
客
の
分
散
も
追

い
打
ち
を
か
け
る
こ
と
と
な
る
。

　

観
光
の
町
湯
沢
に
と
っ
て
は
、

観
光
客
の
減
少
を
最
小
限
に
食

い
止
め
、
上
越
新
幹
線
の
本
数

削
減
を
で
き
る
だ
け
防
ぐ
た
め

の
対
策
と
し
て
雪
国
観
光
圏
構

想
を
基
盤
に
し
た
地
域
間
連
携

に
よ
り
、
湯
沢
の
魅
力
を
十
分

に
発
揮
し
、
首
都
圏
観
光
客
の

分
散
を
最
小
限
に
食
い
止
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
観
光
立
町

湯
沢
と
し
て
の
取
り
組
み
構
想

を
伺
い
た
い
。

答

雪
国
観
光
圏
構
想
を
核
と

し
た
広
域
連
携
は
最
も
重
要
な

対
策
の
一
つ
と
位
置
付
け
、
観

光
協
会
等
が
取
り
組
む
広
域
連

携
事
業
を
支
援
し
、
少
し
出
遅

れ
も
あ
る
が
北
陸
新
幹
線
開
通

に
向
け
町
を
挙
げ
て
の
取
り
組

み
を
行
う
。

北陸新幹線開業、
東北新幹線函館延伸による
首都圏観光客の分散対策を

質問

問

公
民
館
に
は
生
涯
学
習
の

振
興
、
生
涯
学
習
社
会
の
構
築
、

人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
の
た

め
に
中
核
的
な
役
割
を
果
た
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
機
能
の
一
層
の
充
実
と
活

性
化
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

人
口
8
3
0
0
人
の
小
さ
な

町
の
行
政
運
営
は
、
少
子
高
齢

化
が
急
速
に
進
展
す
る
中
、
町

民
と
の
隔
た
り
を
つ
く
ら
ず
、

行
政
自
ら
が
町
民
の
中
へ
出
向

く
行
政
運
営
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
。
公
民
館
と
い
う
町
民
に

と
っ
て
は
身
近
な
所
に
生
涯
学

習
の
担
当
者
が
い
な
い
こ
と
で
、

「
湯
沢
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
」
に
規
定
す
る
「
町
民
参
加

の
権
利
」「
町
民
参
加
の
保
障
」

の
妨
げ
に
な
り
、
時
代
の
要
請

に
逆
行
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
職
員
定

数
が
削
減
さ
れ
る
こ
と
で
公
民

館
に
職
員
を
置
く
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
と
い
う
が
、
定
数
削

減
の
原
点
は
無
駄
を
省
き
、
町

民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
を
来
た
さ

な
い
範
囲
で
の
削
減
方
針
で
あ

る
は
ず
で
あ
る
。

　

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
も

行
政
職
員
の
必
要
性
は
認
識
さ

れ
た
は
ず
で
あ
る
。
当
町
は
交

流
人
口
で
成
り
立
つ
町
で
あ
り
、

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
観

点
か
ら
も
時
代
の
要
請
に
あ
っ

た
職
員
定
数
の
見
直
し
を
行
う

べ
き
で
あ
り
、
公
民
館
は
、
災

害
対
策
施
設
と
し
て
も
重
要
な

施
設
で
あ
り
、
生
涯
学
習
、
社

会
教
育
の
館
と
し
て
町
が
運
営

す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
町

長
の
方
針
変
更
を
望
み
た
い
。

答

施
政
方
針
で
は
来
年
度
か

ら
の
指
定
管
理
者
導
入
を
表
明

し
た
が
、
年
度
当
初
か
ら
の
実

施
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
議
会
、
社

会
教
育
関
係
者
と
慎
重
な
協
議

を
行
い
、
共
通
理
解
を
深
め
た

後
に
行
う
。
人
件
費
の
抑
制
は

常
に
要
請
さ
れ
る
課
題
で
あ
る

が
地
方
分
権
の
進
展
や
今
後
の

状
況
の
変
化
や
統
廃
合
の
進
展

状
況
を
見
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

公
民
館
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
と
、

無
謀
な
定
数
削
減
計
画
を
見
直
し
て

役
場
組
織
の
活
性
化
を

質問

一般質問

南 雲 　 正

多
額
の
予
算
を
費
や
し
、
除
染
工
事
を

行
う
中
子
町
有
地
を
活
用
し

早
急
に
若
者
の
働
く
場
の
確
保
を

質問
問

企
業
誘
致
も
決
ま
ら
な
い

現
状
で
の
多
額
の
予
算
計
上
に

疑
問
の
声
も
出
た
が
、
円
安
株

高
効
果
で
輸
出
企
業
を
中
心
に

業
績
が
好
転
し
、
製
造
業
の
国

内
回
帰
が
始
ま
り
、
巨
大
地
震

の
発
生
に
備
え
た
製
造
拠
点
の

分
散
が
検
討
さ
れ
、
企
業
立
地

の
条
件
に
高
速
道
路
を
利
用
で

き
、
本
社
や
他
の
自
社
工
場
に

近
い
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
企
業

が
多
い
と
い
う
。

　

県
も
積
極
的
に
企
業
誘
致
に

取
組
み
始
め
た
中
、
こ
の
チ
ャ

ン
ス
を
逃
す
こ
と
な
く
企
業
の

求
め
て
い
る
誘
致
条
件
等
を
再

検
討
し
て
、
雪
国
の
利
点
を
活

用
し
た
デ
ー
タ
ー
セ
ン
タ
ー
等

の
誘
致
に
取
り
組
み
、
多
額
の

除
染
経
費
を
無
駄
に
す
る
こ
と

な
く
、
念
願
で
あ
る
町
民
の
雇

用
の
場
の
確
保
と
人
口
増
へ
の

道
筋
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

答

除
染
工
事
は
、
広
い
遊
休

地
を
有
効
活
用
し
町
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、

更
に
積
極
的
な
企
業
誘
致
に
向

け
て
誘
致
条
件
の
再
検
討
を
研

究
す
る
。

問

地
域
関
係
者
の
献
身
的
な

協
力
に
よ
り
始
ま
っ
た
事
業
で

あ
る
が
、
国
の
観
光
庁
が
推
進

し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
「
旅

す
る
心
」「
地
域
を
愛
す
る
心
」

を
育
む
取
り
組
み
で
も
あ
る
。

こ
の
活
動
を
通
し
て
生
徒
た
ち

は
郷
土
愛
、
人
間
関
係
、
社
会

適
応
能
力
、
自
己
理
解
、
自
己

管
理
能
力
、
課
題
対
応
能
力
等

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
生
き
た

実
践
教
育
の
場
に
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
新
潟
県
観
光
協
会
の

支
援
か
ら
、
新
し
い
湯
沢
学
園

の
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
事

業
と
し
て
位
置
付
け
、
町
の
支

援
の
下
に
継
続
す
べ
き
と
考
え

る
が
見
解
を
伺
う
。

答

今
は
観
光
協
会
の
事
業
と

な
っ
て
い
る
が
、
湯
沢
学
園
活

動
方
針
と
一
致
し
、
教
育
活
動

の
実
践
の
場
と
な
る
こ
と
か
ら
、

町
、
教
育
委
員
会
、
観
光
協
会

等
の
関
係
者
が
一
体
と
な
り
、

こ
の
事
業
を
発
展
さ
せ
て
い
き

た
い
。

中
学
生
の
観
光
ガ
イ
ド
を
地
域
特
性
を

生
か
し
た
教
育
の
実
践
と
し
て
継
続
支
援
を

質問
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